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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月7日(2015.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グリセリン含有ゲル中に、炭素数が３～３０のグリコール、非ステロイド系消炎鎮痛剤
（インドメタシンを除く）、並びにパラオキシ安息香酸エステル、ヒマシ油、及びｌ－メ
ントールから選ばれる少なくとも１つの成分を含むグリコール溶液を分散させてなる貼付
剤用の粘着基剤であって、ゲル中の炭素数が３～３０のグリコール量が２～２０重量％で
あって、ゲル中のグリセリン量が１０～４０重量％である、粘着基剤。
【請求項２】
　非ステロイド系消炎鎮痛剤がイブプロフェン、ケトプロフェン、スプロフェン、ロキソ
プロフェンナトリウム、フェノプロフェン、フルルビプロフェン、ジクロフェナクナトリ
ウム、又はピロキシカムである、請求項１に記載の粘着基剤。
【請求項３】
　炭素数が３～３０のグリコールがポリエチレングリコール２００、ポリエチレングリコ
ール３００、ポリエチレングリコール４００、ポリエチレングリコール６００、プロピレ
ングリコール、及び１，３ブチレングリコールから選ばれる、請求項１又は２に記載の粘
着基剤。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の粘着基剤を用いて製造される貼付剤。
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【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の粘着基剤を支持体上に展延し、さらに粘着基剤表
面をプラスチックフィルムで被覆することを特徴とする、貼付剤の製造法。
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